
若さと情熱で市政へ挑戦!!
これからの高知への責任

🎤



１．市長の政治姿勢について（１問：市長）
【質問】
就任からの１年間ご自身の公約や市民の皆さま、各業界団体からの要望に基づき、様々な取組みを進めてこられたと思うが、

市⾧ご自身はどのような手応えを感じているのか、また、取組みの中で見えてきた課題も含めて伺う。
【答弁】
〇様々なご意見をお聞きしながら、子どもの医療費助成の拡充をはじめとした子育て世代への支援強化や、若者に特化した就職応援施策、オーテピア西敷地
の利活用や中心市商店街へのWi-Fi環境整備といったまちの賑わい創出などに取組み、市⾧就任時に掲げた公約を着実に前進させることができている。

〇一方で、依然として歯止めのかからない人口減少への対応や、切迫感が高まる南海トラフ地震への備えの加速化は喫緊の課題であり、さらに力を入れるべ
き困難な課題も見えてきた。これからも「オール高知市」体制で英知を結集し、課題に立ち向かうことにより、全世代が思いやり支え合える、活気に満ち
溢れた街を目指して取り組んでいく。

２．人口減少・少子化対策について（３問：市長、商工観光部長）
【質問】
今回の補正予算で上程されているシティプロモーションを通じた関係人口の増加や移住定住促進の促進など県外から人を呼び込む政策を行う一方で、一度

大学や就職で県外へ出たとしても、最終的には高知へ帰ってきてもらう仕組み作りもあわせて重要であると考えるが、若者の定着・将来的なUターンに向けて
どのような取組みを行っているのか桑名市⾧に伺う。
【答弁】
〇高知の魅力やニッチトップ・魅力ある企業を知ってもらうためのガイダンスやインターンシップの促進等の取組みを本年度から開始した。
〇昨年から高知商業高等学校では、「市商創造学」を行うなど、郷土への関心を育みながら「高知や社会に貢献する人材の育成」を目指した取組みを進めて
いる。また、本市の中高一貫の私立学校５校とも連携し、各校の特色を活かしながら双方が連携したキャリア教育の実施に向けた取組みを進めており、郷
土や学校への愛着醸成を図っている。

３．本市における人材確保と若手職員の人材育成について（４問：市長、総務部長）
【質問】
財政的に厳しい状況の中においても、今こそ人に投資することが、本市にとって重要なことであると思うが、このことについて、どのようにお考えなのか、

また、若手職員の育成に対して今後どのように取り組んでいくのか桑名市⾧に伺う。
【答弁】
〇若手職員が職場に求める価値観は「仕事のやりがい」「組織への貢献の実感」「自己成⾧」などが重視される傾向にあり、今後の人材確保を考える上にお
いても、研修だけにとどまらず、やりがい・キャリアを通じた成⾧を実感できる魅力的な職場環境の整備を進めていくことが必要であると考えている。

〇そのためには、職員のニーズを踏まえた適切な研修カリキュラムの提供を行うほか、国や他の自治体への人事交流等を通じて職員の視野を広げるとともに、
外部の職員とのネットワークづくりや自発的な学習・研鑽を支援する制度を充実するなど、将来の高知市を担う優秀は人材の育成に向けて、研修制度の更
なる充実に取り組んでいく。

４．公共施設の在り方について（施設の統廃合や施設使用料における受益者負担の見直し）（３問：市長、市民協働部長）
【質問】
実効性を持った計画に基づき、公共施設のマネジメントを着実に実行していただきたいが、今後の取組みに向けた桑名市⾧の決意を伺う。

【答弁】
〇厳しい財政状況や人口減少が進む中、「安全安心で将来にわたり持続可能な公共施設サービスの提供」を続けるためには、施設の統廃合や施設使用料にお
ける受益者負担の見直しについて検討を進める必要がある。

〇施設の統廃合や使用料の見直しについては、施設を利用されている市民の皆様のご意見を十分に踏まえ判断するとともに、受益者負担の見直しについては、
財政問題懇話会の委員の皆様から頂戴している貴重なご意見を全庁で共有しながら、本市の財政状況や物価高騰、市民生活への影響等を踏まえるとともに
受益者負担の考え方に基づき、適正な負担となるよう総合的に勘案し、検討していく。

５．スポーツ振興・地域振興(高知県立県民体育館の再整備について)（２問：市長、こども未来部長）
【質問】
今後も様々なスポーツの力を最大限活用し、ぜひスポーツ振興・地域振興に向けたこのビックプロジェクトを県市連携で推進していただきたいと思うが、

県民体育館の再整備に向けた本市の期待について、桑名市⾧に伺う。
【答弁】
〇大規模な大会やプロスポーツのほか、様々な分野のイベント開催が可能なアリーナ機能が検討されているため、県民・市民の期待も大きいと考えている。
また、災害時の避難を想定した整備も考慮されているため、津波避難ビルが少ない潮江地区の皆様にとっても待望の施設であると考えている。

〇今後とも県と連携を密に図りながら、本市が所有する旧南消防署の跡地利用などを含め、ビックプロジェクトの実現に向けて積極的に協力していく。

６．教育長の所信について（１問：教育長）
【質問】
教育⾧には、⾧浜小学校児童のプール事故に対する責任を持った真摯な対応、そして、これまでの学校⾧、県教育委員会次⾧、私学中高等学校⾧、大学教

授、さらには、一保護者としてご経験を活かし、県市連携で、本市の教育行政の発展に向けて遺憾なくお力を発揮いただきたい。本市教育行政への想い・ビ
ジョンについて永野教育⾧に伺う。
【答弁】
〇これまでの私なりの経験が、少しでも生かされるよう、これまで学んだこと、職責を重ねたことを土台にして、高知市の公教育がさらに発展、飛躍してい
くことに、微力ではあるが、力を尽くせればとの思いである。

〇来年以降も、高知市教育行政の指揮をとれるのであればとの前提ですが、子どもたちの「いのち」と人としての尊厳を守り、安心できる「居場所」をつく
り、「いいところ」を徹底的に伸ばす」3つの「i (愛)」をテーマとして、それぞれを施策として具体化することによって、子どもたち、保護者、地域にとっ
て、そして私たちにとっても学校を「希望の器」に仕立てていけるよう、教職員はもとより関係者・関係機関が、相互に協力したゆまぬ努力を続けること
が重要だと考えている。

７．市立小学校における通学路の安全対策について（２問：教育長）
【質問】
来年で取組みから10年が経過するが、これまでの取組みの成果、そして、現状の課題認識について教育⾧に伺う。

【答弁】
〇合同点検の結果、対策が必要と判断した箇所についての対策は確実に進んでいると考えているが、道路の開通や大型店舗の新規出店による交通量の増加等
により、新たな危険箇所が発生する可能性があるので、引き続き、合同点検を通して通学路における子供たちの安全性の確保及び向上に努めていく。
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